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本
一
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
チ

ー
ム
を
決
め
る
コ
ン
テ
ス

ト
「
Ｒラ

イ

ジ

ン

Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｎ　
Ｋキ

ッ

ズ

Ｉ
Ｄ
Ｓ　
Ｄ

Ａダ

ン

ス

Ｎ
Ｃ
Ｅ　
Ｇグ

ラ
ン
プ
リＰ　
２
０
２
２
」。第

二
中
学
校
１
年
生
の
小
林
実
空
さ

ん（
12
歳
・
北
町
４
丁
目
）は
、「
ｙ

ｕユ

ウ

キ

ｕ
ｋ
ｉ　
Ｈヒ

ッ

プ
ｉ
ｐ
Ｈホ

ッ

プ
ｏ
ｐ
」の
選

抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
、

準
優
勝
の
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
踊
り
が
好
き
で
、

小
学
２
年
生
の
と
き
ス
ク
ー
ル
の

見
学
に
訪
れ
た
小
林
さ
ん
。
力
強

く
踊
る
姿
に
心
奪
わ
れ
、
す
ぐ
に

入
会
を
決
め
ま
す
。
し
か
し
、
程

な
く
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
思
う
よ

う
に
練
習
が
で
き
な
い
日
々
に
。

そ
ん
な
中
で
も
先
生
が
出
す
課
題

に
必
死
に
取
り
組
み
、
技
術
と
表

現
力
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
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小
こ

林
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空
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 さん

見る人の心はずませるダンスを

　

そ
の
努
力
が
実
り
、
お
と
と
し

４
月
に
小
学
生
５
人
組
選
抜
チ
ー

ム「
Ｇグ

ロ

ウ

ス

ｒ
ｏ
ｗ
ｔ
ｈ
」の
一
員
に
。

体
の
一
つ
一
つ
の
部
分
を
独
立
さ

せ
て
動
か
す
「
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
、
家
で
も
個
人
練
習
を

繰
り
返
し
ま
す
。
ま
た
、
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
の
小
林
さ
ん
は
、
自
ら

積
極
的
に
提
案
し
た
り
、
仲
間
の

相
談
に
乗
っ
た
り
し
て
チ
ー
ム
の

団
結
を
深
め
、
演
技
の
シ
ン
ク
ロ

性
も
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
昨
年
大
み
そ
か

の
コ
ン
テ
ス
ト
決
勝
大
会
。
全
国

か
ら
動
画
審
査
を
突
破
し
、
予
選

大
会
を
勝
ち
抜
い
た
９
組
が
集
結

し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｆ
の
Ｓサ

ム
Ａ
Ｍ
さ

ん
が
審
査
員
長
を
務
め
る
緊
張
の

場
面
の
中
で
も
、
小
林
さ
ん
た
ち

に
焦
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
先
か

ら
足
先
ま
で
自
在
に
操
り
、
絡
み

つ
く
よ
う
な
ダ
ン
ス
で
、
ミ
ス
テ

リ
ア
ス
な
「
蜘く

蛛も

女
」
の
世
界
観

を
表
現
し
ま
し
た
。
息
の
合
っ
た

堂
々
と
し
た
演
技
で
結
果
は
準
優

勝
。会
場
を
と
り
こ
に
し
ま
し
た
。

　
「
中
学
生
の
部
に
な
り
ま
す
が
、

今
年
こ
そ
優
勝
し
ま
す
」
と
意
気

込
む
小
林
さ
ん
の
課
題
は
、
力
を

抜
く
技
術
。
力
強
さ
と
の
緩
急
を

表
現
す
る
の
が
目
標
で
す
。
今
後

も
尊
敬
す
る
先
生
や
仲
間
と
楽
し

く
踊
り
続
け
、
見
る
人
の
心
を
躍

ら
せ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

輝

いて
ます

ターンを披露する小林さん ▲蜘蛛女をイメージ

日

Kawanabe
yosa

i

　

文
久
３
年（
１
８
６
３
）、
徳
川
幕

府
第
14
代
将
軍
・
家い

え

茂も
ち

が
東
海
道
を

通
っ
て
江
戸
か
ら
京
都
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
本
図
は
こ
の
上じ

ょ
う

洛ら
く

に
ち
な

み
、
総
勢
16
名
の
絵
師
が
作
画
し
た

合
作
錦
絵
「
御
上
洛
東
海
道
」
シ
リ

ー
ズ
の
一
図
で
、
当
時
、
大お

お

木き

戸ど

が

設
け
ら
れ
て
い
た
高た

か

輪な
わ

が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
往
来
で
低
頭
す
る
人
々
が

い
る
一
方
、
手
前
で
は
子
ど
も
が
牛

の
背
に
乗
っ
て
壮
麗
な
行
列
を
の
ぞ

こ
う
と
し
、
大
人
た
ち
は
我
関
せ
ず

と
働
い
て
い
ま
す
。
塀
の
内
と
外
と

の
対
照
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
た
、

暁
斎
の
機
知
に
富
ん
だ
作
品
で
す
。

河
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鍋
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天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。
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暁斎筆「東海道　高輪牛ご屋」
文久３年　大金板　大判錦絵

天才絵師の作品

蕨にあり

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝火・木曜日（祝日除く）、毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※ 65歳以上は年齢の分かる物、学生は学生証をご提示ください

詳　細＝同館（緯441･9780）

詳しい内容は
美術館のホー
ムページを御
覧ください

河鍋暁斎記念美術館　開催中
企画展 ｢「御上洛東海道」シリーズ出版160年記念
　　　　　　　　　　　　　暁斎の「東海道」」展
同時開催　特別展 ｢『狂斎画譜』の世界｣ 展本作品は現在の展覧会で御覧いただけます


